
受講生募集中！受講生募集中！
素敵な学びの出会い、夢は未来へと翔る

阪神奈の大学・研究機関が知力を結集したリレー講座

　大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の30の大学・研究機関で構成して
いる「阪神奈大学・研究機関生涯学習ネット」では、平成10年度から「公開
講座フェスタ」を開催しています。
　15回目を迎える本年は、特別講演の講師に冒険家の永瀬忠志さん
（11月5日）と兵庫県立美術館館長の蓑豊さん（22日）をお迎えし、計
25講座を開催いたします。皆さんのご参加を心からお待ちしております。

追手門学院大学／大阪大谷大学／大阪観光
大学／大阪経済法科大学／大阪芸術大学／
大阪国際大学／大阪産業大学／大阪樟蔭
女子大学／大阪信愛女学院短期大学／大阪
大学・適塾記念会／大阪府立大学／関西大学
／関西大学東西学術研究所（泊園記念会）／
神戸学院大学／四天王寺大学／社団法人心
学明誠舎／園田学園女子大学／帝塚山学院
大学／天理大学／奈良大学／梅花女子大学
／阪南大学／桃山学院大学

公開講座フェスタ
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公開講座フェスタ2012
参加大学・機関（23機関／50音順）

 開催期間 平成24年11月5日（月）から11月22日（木）まで
 開催場所 さいかくホール（大阪府新別館北館１階）
 募集定員 各講座150名(先着順)
 受 講 料 各講座500円
【事 務 局】 大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課
【運営協力】 財団法人大阪市教育振興公社（大阪市立生涯学習センター）

http://www.pref.osaka.jp/
　　　   bunka/news/festa.html
―お問合せ先―
府民お問合せセンター「公開講座フェスタ2012」係
TEL 06-6910-8001（平日9:00～18:00）

詳しくは大阪府文化課の
ホームページをご覧ください。

～ 持 続 可 能 な 社 会 を め ざ し て ～

osaka
KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界

　スミカズの作品は、前半は明治期の挿絵とアール
ヌーボー調を受けた竹久夢二風の“大正ロマン”を
意識し、後半は、アールデコ調に転じた都会らしい
“昭和モダニズム”風の作品を描いた。昭和の作品に
は最新の都会風俗をとりあげ、《モガ姫出勤の図》
《反モダン婦人》《海水着がだんだん…》《カフエー
の女》など、モダンで洒脱な雰囲気をただよわせて
いる。
　それもそのはず、小説家の藤沢桓夫の証言では、
道頓堀の高級喫茶「ライオン」に昼間、顔を出すのが
「金持の旦那衆」や「画家など芸術関係の仕事の人」
であり、その一人の「口髭を生やして近眼鏡をかけた
小太りの人」がスミカズであった。「毎日ディレッタント
生活を楽しんでいる風」があったという。都会のなか
に隠棲しているかのようで時代に鋭敏に反応し、心
優しいイラストを描いたユニークな美術家だった。
　後に波屋書房を開業し、その経営に携わった弟の
宇崎祥二も、「辻馬車」など重要な同人誌の発行元
として大阪の近代文学史に名を残している。現在も
波屋のブックカバーはスミカズのデザインである。
　最近ようやく大阪でも、戦前の爛熟した大阪らしい
文化芸術が再認識され、評価されるようになった。
平成22年に大阪市立中央図書館で『大正ロマンの
画家・スミカズの優しき世界　宇崎純一展』が開催
され、今年は堺市の与謝野晶子文芸館で『大阪の
夢二　宇崎スミカズと華やかな大阪出版文化』が開
かれている。
　大阪には、このほかまだまだ再評価されるべき
偉人たちが忘れられたまま放置されている。それを
正しく評価して顕彰するのが、現代の大阪人たる私
たちのつとめだろう。

　“大阪の夢二”を謳われた画家をご存じだろうか。
『宵待草』で知られる竹久夢二（1884～1934） ──。
大正ロマン溢れる美人画を描き、雑誌の小さな挿絵
（コマ絵）を集めた『夢二画集』や、絵はがき、「セノオ
楽譜」の表紙絵でも人気を博した。夢二のいわば
大阪版と言われた画家が宇崎純一（1889～1954）
である。難波の書店・波屋書房と関係が深く、明治末
から大正時代に一世を風靡したが、戦後ながらく忘
れられていた。
　時代の雰囲気を尊重して純一を“スミカズ”と書く
ことにしよう。スミカズは、父の代に播磨から大阪に
移り、難波南海通りで居酒屋、玩具屋などを営んで
いたらしい。明治40年代、情感あふれる夢二作品に
触発されて描いた「スミカズエハガキ」「スミカズカー
ド」を発行したほか、絵の手本も刊行し、『絵画の手
本』『続絵画の手本 森の花』『スミカズ画の手本』
『ポケツト画手本』などを刊行した。誰もが平易に描
けるように簡潔にモノのかたちをとらえ、家庭の日常、
仕事やスポーツをする人々をはじめ、こどもたちが
喜びそうな動物、昆虫、魚類、植物から飛行機、船、
機関車まで的確に特徴をとらえ、『北斎漫画』のよう
に多角度から描き分けている。
　スミカズが大阪の著名人だったことは、大正14年
（1925）、第2次市域拡張で日本最大のマンモス都市
“大大阪”になって開催された「大大阪記念博覧会」
の中心展示の一つ「女の大阪」の陳列意匠と絵画を
担当したことでもわかる。これは大阪の女性の百科事
典を意味する「大阪婦人のエンサイクロペヂア」を
テーマとし、「大阪婦人団体の活動」を中心に「大阪
の女性史に輝く人々」ほか四つのセクションで成って
いた。すでに前年の大正13年（1924）には、創刊され
たばかりの川柳雑誌『大大阪』の表紙絵も描いている。

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室主任学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。橋爪 節也 はしづめ せつや
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「お散歩」

「秋の風物」

「木陰」

宇崎純一
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